
冬の観光資源を活用した縁（えん）があるまち交流拡大事業 

先進地（斜里町ウトロ 知床）視察ツアーに参加して 

H30.1.18～1.19 

（文責 竹内 谷本） 

1 先進地として、3つの要素がどのように生かされているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ガイドスキルアップに関する内容 

 

 ① 知床財団 秋葉氏の話から 

  ○財団所属 30人のスタッフは、それぞれ 15分のスタッフトークができる。 

   例 「シカ」 

     セクション１ 動物の見方  足跡 角 見分け方 鳴き声 

     セクション２ シカと環境 食害防止ネット 

     セクション３ 人とシカ  開拓地として残った農地と食害 

  

 ◎生かしたいこと 

  ・骨格を使って足の説明。しかも、専門用語はほとんど使わず。 

  ・クマ の説明の中で頭骨の歯を見せて草食性だと説明したこと。 

・考える視点を提示するため聞く人に対する疑問形としての話題の投げかけ。 

飲食 

・知床グランドホテルでの地元素材を生かしたバ

イキング 

・道の駅シリエトクの時鮭親子プラス海鮮丼 

体験 

・松田光輝ガイドによる 

フレペの滝自然散策 

鑑賞飲食 

・知床グランドホテル佐藤雅子氏によ

る動物を中心とした知床の自然紹介 

世界自然遺産 知床 

 

・知床財団秋葉氏による保全

保護調査研究について 



  ・映像資料を生かす。 

  ・「えーと」とか「あのー」といった余計な言葉がなく、聴きとりやすかった。 

     

○自然を生かした観光ツーリズムの現場として 

・規制（立ち入り人数の制限、ガイドツアーへの参加義務付けなど）が価値を生む(生

んだ）こと。 

    －自然保護の徹底、事故の減少、ガイド技術の向上による高付加価値化等々 

・知床五湖の見学方法は、法的な根拠を生かしたゾーニングやアクセス制限、有料化

を進め、さらにガイド業者の営業と共存する。 

  ・事故対応。特にヒグマに対しては遭遇回避を第一に、情報交換を密にして安全確保

をしている。 

・事故が起こればその場所の観光は即終了と思っている。 

 

◎生かしたいこと 

  ・言いたいことは消費税程度。客の聞きたいこと、知りたいことを話す。 

・ゾーニングやアクセス制限を赤石山や北ノ王鉱山跡地で生かしつつ、その中の安全

性を高める。 

  ・ヒグマとの遭遇は白滝、丸瀬布、生田原で考えられる。よって対応策は十分検討し、

共通理解を図っておくこと。 

 

  ○その他として、クライアントの期待を超えた「感動」をめざす。期待以下では不満

だけが残る。「感動」はリピートや口コミにつながる。 

  

②「北こぶし」知床デスクの佐藤氏の話から 

○解説について 

・自らの興味趣味を生かした知床の魅力をスライドショーとして、観光客に解説する。 

  ・アウトドアガイドのテキストなどで「リピーターは自然の素晴らしさだけではなく、 

    ガイドの人間性に惹かれてくる」   

 

◎生かしたいこと 

  ・通常のレクチャーでは 2 次情報としての知識の説明となり心に残らないが、自らの

目、耳で感じた 1 次情報を映像を通して説明するため、聞き手に対してガイドの

オリジナリティが伝わる。「ガイドは人なり」 

（・一緒に森を歩いてみたと思ったものです。） 

  

③ 知床ネイチャーセンター代表 松田氏の話から 



  ○遠軽でのガイド対象素材を生かすため 

   

  ◎生かしたいこと  

   ・プログラム企画スキル（ストーリー性のあるプログラムの組み方） 

   ・集客スキル（どのようなターゲットを対象にするのか。） 

  ○方針 

・どのような方針でガイド活動をしたいのかを明らかにする。 

・若者の参画・定着には有料化が必須。一日５万円稼げるか（＠5千円×１０人） 

 

 

  ◎生かしたいこと 

   ・経済的自立は可能か。年収から考えるガイド料。例えば赤石山は半日で 5000 円。 

   ・ボランティア活動だけでは、若者はついてこない。ただ、自立可となるための条件であ

る施設、設備、アクティビティなどを整えるのは、大きなハードル。 

 

  ○ガイドスキルアップに向けて 

・ガイドはストーリー性を持たせるために一人でやるのが望ましい。 

    

 

  ◎5 つの視点 

   ①企画力（マーケティング、プログラム企画力） 

   ②ツアー運営力（スケジュール管理、判断力、危機管理力、調整能力） 

   ③ガイドスキル 

（専門性（書籍のインデックスを頭に）、 

エンターテインメント性、コミュニケーション能力）    

    サービス＜ホスピタリティ＜フレンドリー 

   ④安全管理能力 

      特に  傷害保険と損害賠償保険  さらに食が関わると… 

      同意書はリスク説明をした記録としてまでで、法的効力はないと思え。 

   ⑤価値観（思い、考え）をもち、メッセージを伝えられる。 

○参考図書 講談社「伝える技術」ルール１０ 

 

 

  ○その他 地域のこれからと国の施策の方向性について 

   ・地域衰退の要因として、優れた人材のいないこと。既存の産業構造や形態に対す

る新しい産業の育成ができる人材。 



   ・意識改革のための手立ての一つとして、ブレーンストーミングと行動力ある人の

存在。 

   ・エージェントの企画に入れて貰えるかどうか、が大事。後５年くらいが勝負。  

   ・保険に関連し、無過失でも対応が求められるとの話 

          

④ 知床ネイチャーセンター代表 松田氏の実際のガイドから 

  ○木や花の名前より、見方やエピソードを（柏の葉、北向き、森としてみる 1次林と 2

次林）足跡の違いと方向。 

  ○立ち止まり、繰り返しを通して、確かめ定着へ。 

  ○リスクへの対応をさりげなく。    

 

  ◎生かしたいこと 

   ・内容より、方法を伝えると、汎用性が高い。 

    

３ ジオ倶楽部の視点から、全体を振り返り 

 ①ガイド組織として、何を求めるのか。 

  まちづくり、ボランティアは長続きしないのか。 

 ②ガイドスキルアップを目指せるための手立ての確立 

  北海道アウトドアガイドや、北海道観光ガイドマスター検定だけでなく、認定できる

こと（例えば、上士幌のような）の必要性があるのか。 

 ③冬の観光資源だけでなく、観光施設、観光イベント、ジオサイトのツーリズムが連携

したツアーを組めるのか。連携のためのプロセスを確立するため、役場、経済界を含

めた合意形成をめざす。 

４ 雑感 

 ○遠軽では将来的にも果たして可能か少し疑問に思えてきます。それだけの観光資源の

有無・市場性の有無・観光インフラ（宿・食事）の有無・町の取り組み 

   →知床視察では町（観光課）が主体的に動くのかと思っていましたが、何処でも 

    ほとんど声が聞こえなかった・姿勢が見えなかったように思いました。 

   次善の策としてボランティア（一部有償）の育成で対応は果たしてダメなのか。 

      （経済の活性化、若者の定着にはつながらないが…）   


